
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※2025年5月30日の値を100として指数化

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成

明治安田アセットマネジメント株式会社　金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第405号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加入協会：一般社団法人資産運用業協会

NOMURA-BPI総合指数の推移
（期間：2025年5月30日～2026年6月5日）

1.20

▲3.38% ▲6.12%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202606_outlook.pdf
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NOMURA-BPI総合

（騰落率）
326.51 ▲0.02% ▲0.70%

10年国債利回り（日本、％）

（変動幅）
2.66 0.01 0.16 0.73

国内債券見通し

マーケットの動き（2026年6月1日～6月5日） 日本国債利回りの推移
（期間：2025年5月30日～2026年6月5日）

先週の国内債券市場は、前週末比で金利は上昇しました（債券価格は下落）。

2日に実施された10年物国債の入札が好調な結果となり、需給の引き締まりが意識さ

れたことから長期債を中心に幅広い年限で買いが優勢となりました。その後、日銀総

裁の講演を受けて利上げ観測が強まったことを背景に債券は売られました。

クレジット市場は、投資家需要に支えられ堅調に推移しました。

情報提供資料

2026年6月8日

投資環境見通し（2026年6月）

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
6月5日

国内長期金利にはさらなる上昇余地

日銀が公表した4月金融政策決定会合で出された主な意見によると、中東情勢の先行

きが不透明感な状況が続いたとしても、景気減速の明らかな兆候がない限り、「早期

に利上げに進むべき」との意見が相次いだことが明らかになりました。国内長期金利

は、依然として日銀の政策が後手に回るとの懸念が残る中、政府による財政拡張政策

もあり、さらなる上昇余地があるとみています。
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